
小児がん支援チャリティーテニス

Ririka cup 2025



2022年4月5日
世界で活躍することを夢見たひとりのテニスプレイヤーが、
3年3ヵ月の闘病の末、天国へ旅立った。



・彼女の生命を奪ったのは、小児がんのひとつ脳腫瘍

・年間2,000～2,300人のこどもが小児がんと診断され、
そのうち2～3割の生命は助からない

・すべての小児がんが希少疾患（少子化で拍車）

・医療制度全体の課題 → 薬剤や治療法の開発停滞

・助かっても、晩期合併症（就学、就労に高い壁）、再発の不安

小児がん



【ミッション】
こどもたちの生命と未来（QOL）を守る

【活動内容】
・小児がんの啓発
・情報環境の整備 HP開設 ふくい小児脳腫瘍の会で検索
・相談コーナーの設置
・患者家族のネットワークを構築

そんな実情をひとりでも多くの方に知って頂き、
社会課題としての認識を広めるため、

2022年12月『ふくい小児脳腫瘍の会』を設立



彼女が愛したテニスを通し、この社会課題に挑む。

今日も元気いっぱいにテニスができるということ。
それは、健康だということ。
仲間がいるということ。

毎日支えてくれる人がいるということ。

そんな日常への感謝の気持ちと共に、
今も小児がんと闘うこどもたちへのエールとして、

また、
亡くなってしまった多くのこどもたちの生きた証

として、本大会を企画開催する。



【開催期日】
2025年
8月23日(土)・24日(日)・25日(月)

【会 場】
福井運動公園県営テニス場

【主 催】
ふくい小児脳腫瘍の会

【協 力】
福井県テニス協会

【後 援】※予定
公益財団法人日本テニス協会
福井新聞社

【チャリティー選手対象】
U12男女
U14男女

【参加者数】
各クラス32名 合計128名

【その他】
エントリーは別紙大会要項参照

【協 賛】
ExtremeTennis Academy
募集中



大会の特色

①チャリティー＆啓発
・参加選手はチャリティー選手としてプレイすることで、社会貢献できる。
・本大会の収益は、必要経費を差し引き、小児がんの研究・関連機関へ寄付する。
・各種メディア・SNSを最大限活用し、社会へ啓発する。
・会場での募金、啓発活動（大会パンフレットの配布、その他）

➁彼女の闘病を支え続けた、本村剛一プロによるクリニック

全日本選手権1999／2000／2002／2003 優勝

デビスカップ日本代表 12年間

世界ランキング シングルス自己最高134位



大会の特色

③優勝者特典
特別料金での海外遠征参加資格
USAフロリダ州ノースマイアミ Extreme Tennis Academy 



ご協賛のお願い
本大会の主旨にご賛同いただける企業・団体・個人の皆様、
ご支援のほど、よろしくお願いいたします！！！

お問合せ/お申込み方法
ふくい小児脳腫瘍の会 佐治昌弘 090-6656-2658
saji1455m@gmail.com メールにてお願いいたします。

記載事項
・御社名（個人名）
・御社担当者名
・ご住所
・連絡先
・お申込み金額
・領収書ご希望の有無

振込先
ゆうちょ銀行
ﾌｸｲｼｮｳﾆﾉｳｼｭﾖｳﾉｶｲ
記号13380 番号16833181
店名 三三八（サンサンハチ）
店番 338
普通預金 1683318

mailto:saji1455m@gmail.com
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